
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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　大江山、酒呑童子の手下、茨木童子は夜ごと都人に化相して戻り橋あたりに出没しては、都民たちに災いをかけます。頼光の家
人、渡辺綱が主命を受けて征伐に向かいます。茨木童子は老女に化相し、通りかかった傘売り善兵衛に、傘を買うからと言って近
寄ると、いきなり鬼女の正体を現します。折しも渡辺綱が通ると女に化相して京の五条まで連れて行ってほしいと頼みます。道すが
ら川面に映った女は鬼の姿でした。魔術を使う鬼は、襲いかかり綱を倒します。そこに岩清水の神の弊を持った坂田金時が加勢し
て闘い、鬼の左腕を切り落とすものの、鬼は北の空へと逃げ去っていくという物語です。

第二幕『戻り橋（前編）』（もどりばし～ぜんぺん～）
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　「鍾馗」は中国や日本に伝わる魔除けの神様です。
　備後風土記には、みすぼらしい姿の武塔神（むとうしん）が一夜の宿を頼み、貧しいながらも温かくもてなした家族に「茅の輪
（ちのわ）」を腰に巻くよう言い残し、村中に疫病が流行った際にその家族は助かったという伝説があります。
　神楽の演目「鍾馗」はこの伝説などから創作された物語で、須佐之男命（すさのおのみこと）の化身が鐘馗大神と名乗り、民の
命を奪おうとする大疫神（だいえきしん=疫病の神）と戦います。
　姿なき大疫神を左手に持つ茅の輪で捕らえ、右手の剣で見事退治します。

第一幕『鍾馗』（しょうき）

あさひが丘神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
昭和62年に発足したあさひが丘神楽団は、「振興団地の中に郷土芸能を」という取り組みの一環としてスタートしました。
古き伝統の旧舞、新しい時代の新舞を伝承し、神楽奉納を通じて神楽に息づく思いを後世へと伝えていけるよう団員一同精
進してまいります。

あさひがおかかぐらだん


